
2年技術　学習指導案　授業者　長谷川愛

１　題材の概要
題材名　生活を豊かにする木製品の製作　ーアイディアを受け継ぐー
　　　　A(１）「生活や社会を支える材料と加工の技術」A（２）「材料と加工の技術による問題の解決」

目標 評価規準 評価資料

知識・
技能

先輩の作品で利用されている材料と加工
の技術について気付かせ、設計と生活や
環境との関わりについて理解を深める。

先輩の作品で利用されている技術について
気付き、その設計と生活や環境との関わり
について理解している。

夏休みレ
ポート
ワークシー
ト

思考・
判断・
表現

生活の中から技術に関わる問題を見いだ
して課題を設定し、解決策を構想し、評
価・改善する力を身に付ける。

生活の中から技術に関わる問題を見いだし
て課題を設定し、解決策を構想し、評価・
改善する力を身に付けている。

行動観察
ワークシー
ト

主体的に
学習に取
り組む態
度

よりよい生活の実現に向けて、他者の意
見や先輩のアイディアを参考に振り返っ
て改善するなど、構造を具体化しようと
する実践的な態度を身に付ける。 

よりよい生活の実現に向けて、他者の意見
や先輩のアイディアを参考に振り返って改
善するなど、構想を具体化しようとしてい
る。 

毎時間の振
り返り



２　題材の展開

夏休み 先輩の作品からアイディアを見つける。

１ 見つけたアイディアを共有する。その中で１つ
の作品に着目し、先輩の製作意図を考える。

２ 生活を振り返り、問題を見つける。
共有して、どのように解決できるか分類する。

３ 家族へのインタビュー結果を共有し、共感しな
がら問題を見つける。

４ 課題を設定し、解決するための構想を立てる。

５ 構想の具体化をする。

６ 自分の製作品の構想を伝え、助言をし合うこと
でさらに改良する。

今後 作品の製作をする。

1. 製作品の構想を共有したGoogleスライド
に掲載する。（５分）

2. ３～４人班で構想を伝え、助言や質問を
し合う。（20分）

3. ２の助言を受け、検討が必要な部分や変
更する部分を加筆する。（10分）

4. 共有したスライドでクラス全員の構想を
見て、コメントし合う。（10分）

5. 授業のふりかえりを書く。（5分）

題材の流れ（全６時間＋）

本時（６／６時）の流れ

本時の目標
自分の製作品の構想を伝え、よりよくするための
改良点を検討する。



技術研究授業での、創造的活動×創造的思考×教科の見方・考え方

①創造的活動

自分の生活を豊かにする製作品の

構想を考える

②創造的思考

【使用場面の想定】

　誰がいつどのように使うのか？

【先輩の作品の想起】

　似た問題を抱えていた先輩はどの

ように解決していたか？

③見方・考え方

複数の視点で捉え、製作品をよりよ

くしようとする。

Google sitesで先輩の作品と込められた工夫を見て
課題の設定・解決の過程を読み解く

製作品の写
真は生徒が
自分で撮影
し、ロイロノー
トで提出した
もの

「こだわり　
シート」
製作品の意
図や機能の
紹介を記載


